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北京における創成期集合住宅・
　　　　　　団地の建設時の環境

北京市において建
設された集合住宅
団地について、建
設に周囲の環境が
どのようなもので
あったかを、出来
るだけ、建設時に
近い、地図や写真
を用いて考察する。
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北京における創生期集合住宅・団地の建設時の環境

■百万庄団地
　1941 年の地図で見ると、百万庄
の地域は、阜成門外大街の北西に位
置し、市街化が進行していない農業
地域であると判断される。1954 年
撮影の阜成門外大街の写真は、大街
といえども木造の簡素な建物がほと
んどで、片田舎的な景観である。こ
のことから推測して、百万庄界隈は、
農村的な色彩の強い地域であったと
思われる。
　百万庄団地は、1957 年に、上級
公務員のための住宅として建設され
た。北側に東公庄大街、南側に百万
庄大街が通り、道路整備とあわせて
建設されたと考えられる。東側に官
庁街が位置し、重要な地区として位
置づけられたと思われる。

■幸福村団地
　1941 年では、この地区は外城内
で、鉄道が通っているが、市街化は
それほど進んでいない。北東に位置
する広渠門外大街の 1961 年の写真
をみると、工場等が立地する地域の
様相を示しており、鉄道に近いこと
が反映している。
　幸福村団地は、1959 年、一般住
民のために建設された。南側には、
1964 年に建設された龍檀湖団地が
あり、それらが連担して大規模な団
地エリアが形成されている。立地等
から考えて、労働者向け団地と考え
られる。
　現状の立体化図を見ると、図の左
上部に旧集落地区が見える。1941
年地図で見られる集落地が存続して

いるものと判断される。
　この団地も、大掛かりなインフラ
整備とともに、建設されたと考えら
れる。百万庄団地と考え合わせて、
北京の団地建設が都市整備の一環で
あったことを知ることができる。
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① 『北京旧城』北京市城市規劃設計
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　　　　　　　　　　（三錐地図）

注：なお、団地名称は、王継華の修
　　士論文による。
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